
求
む
！

消
防
団
広
報
紙
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消
防
団
は
地
域
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
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昨
年
は
正
月
か
ら

地
震
や
航
空
機
事
故

な
ど
が
あ
り
、
大
変

な
年
明
け
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

も
共
存
し
な
が
ら
の
生
活
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
私
た
ち
村
山
市
消
防
団
は
、
市
民

の
皆
様
の
安
全
と
安
心
を
目
標
に
し
て
、

日
々
の
訓
練
、
活
動
の
充
実
と
地
域
の
防

災
力
向
上
を
胸
に
励
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
毎
年
春
先
に
な
る
と
、
市
内
で
野
火
等

が
多
発
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
火
の
取

り
扱
い
に
十
分
に
配
慮
し
て
頂
く
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の

ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

４
月
28
日
、
東
沢
バ
ラ
公
園
に

て
消
防
大
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

団
員
６
５
０
名
・
ポ
ン
プ
車
10
台

が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
市
長
の
観
閲
の
も

と
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
カ
ラ
フ
ル

な
記
念
放
水
、
団
員
に
よ
る
分
列

行
進
が
力
強
く
整
然
と
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
同
会
場
に
て
消
防

フ
ェ
ス
タ
も
開
催
さ
れ
、
多
く
の

親
子
が
来
場
し
て
消
防
車
両
の
展

示
や
放
水
を
体
験
し
楽
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

年頭のあいさつ年頭のあいさつ

令
和
七
年
の
新
年
を

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

副団長 沼 沢　恵 一松 田　芳 美副団長
戸沢地域 楯岡地域

山形県
ホームページ

消
防
大
演
習

村山市消防団

あなたの力が必要です

消 防 団 員
募集中です！
　消防団員は年々減少の一途をたどり、
担い手不足が深刻な問題になっています。
地域の安全安心を保つためには、消防団
員は欠かすことはできません。今あなたの
力が求められています。消防団に入団し一
緒に活動してみませんか。地域をもっと知
るきっかけにもなります。

現
場
活
動
訓
練

現
場
活
動
訓
練

　

５
月
19
日
、
林
野
火
災
を
想
定
し
た
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
林
野
火
災
は
乾
燥

や
風
と
い
っ
た
気
象
条
件
に
よ
り
、
瞬
く

間
に
広
範
囲
に
拡
大
し
、
長
時
間
の
消
火

活
動
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
近
年
多
発
し

て
い
る
大
規
模
な
林
野
火
災
、
野
火
等
の

被
害
を
最
小
限
度
に
止
め
地
域
の
皆
様
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
消
防
団

の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
よ
り
一
層
訓
練

に
励
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
同
日
女
性

消
防
団
員
は
、
応
急
手
当
訓
練
を
行
い
救

命
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
為
、
心
肺
蘇
生
法

や
止
血
法
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

に
各
自
が
最
大
限
の
力
が
発
揮
で
き
る
よ

う
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

副団長紹介副団長紹介
村山市を
守る！



　

10
月
27
日
、
冨
本
地
区
に
て
村
山
市
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
、
市
長
を
は
じ
め
地
域
住
民
、
防

災
関
係
機
関
な
ど
が
一
体
と
な
り
、
様
々
な
訓

練
が
実
施
さ
れ
、
普
段
体
験
で
き
な
い
住
民
に

よ
る
避
難
所
の
設
営
、
自
衛
隊
、
日
本
赤
十
字

社
に
よ
る
救
出
救
護
訓
練
、
救
護
所
の
開
設
、

建
設
業
協
会
に
よ
る
障
害
物
除
去
な
ど
本
格
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
冨
本
小
学
校
の
児
童
も
初

め
て
参
加
し
、
実
際
に
消
火
器
を
持
ち
訓
練
を

受
け
ま
し
た
。
今
後
も
防
災
に
対
す
る
知
識
・

意
識
が
高
ま
る
よ
う
訓
練
を
継
続
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
当
市
消
防
団

で
は
、
機
能
別
消
防
団
員
制
度
の
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。
機
能
別
消
防

団
員
と
は
消
防
団
Ｏ
Ｂ
や
消
防
の
知

識
と
技
術
を
有
す
る
方
で
構
成
し
各

分
団
に
所
属
し
ま
す
。
主
な
任
務
と

し
て
は
火
災
や
風
水
害
、
地
震
な
ど

で
の
災
害
活
動
に
な
り
ま
す
。
人
口

減
少
に
伴
い
消
防
団
員
の
確
保
が
困

難
と
な
り
、
日
中
不
在
と
な
る
団
員

も
増
加
し
て
い
る
現
状
か
ら
消
防
団

員
の
安
定
的
な
確
保
及
び
知
識
や
経

験
を
活
か
し
災
害
現
場
で
不
足
す
る

消
防
力
の
補
充
を
目
的
と
し
て
お
り

ま
す
。

新入団員紹介新入団員紹介新入団員紹介新入団員紹介

　大好きな村山市の
安心、安全の為に頑
張っていきます。よろ
しくお願いします。

鎌上 滉平さん
第 1分団　1部

　まだまだ未熟で至ら
ぬ事ばかりですが､こ
れから様々な活動を経
験し成長できるよう頑
張ります。

齋藤 優希さん
第 1分団　2部

　地域の方々から感
謝されるような消防団
員を目指して頑張って
いきますので、よろし
くお願いします。

柴﨑 聖哉さん
第 1分団　5部

　

行
事
や
イ
ベ
ン
ト
も
通
常
通
り
開
催
さ
れ
明

る
い
出
来
事
も
あ
っ
た
昨
年
で
す
が
、
７
月
と
９

月
の
大
雨
に
よ
り
県
内
で
も
大
き
な
被
害
が
あ

り
、
再
度
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た

年
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
広
報
誌
で

は
消
防
団
の
活
動
を
中
心
に
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
紹
介
し
き
れ
て
い
な
い
活

動
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
に
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
今
後
も
様
々
な
情
報
を
お
伝
え
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
最
後
に
本
紙
を

発
行
す
る
に
あ
た
り
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

編 集 委 員
石　川　みずき（第４分団）
前　田　結　香 （第 2分団）
井　上　朝　美（第４分団）
柴　崎　宏　美（第１分団）
齋　藤　里　美（第３分団）
青　木　恵　美（第５分団）
細　谷　菜津美（第６分団）
伊豆倉　美穂子（第６分団）
川　﨑　千　尋（第７分団）
土　田　　樹 　（第８分団）

委 員 長
副委員長
副委員長
委　　員

住宅用火災警報器・消火器の
点検はしていますか？
期限は大丈夫？

　住宅用火災警報器は年数の経過ととも
にセンサーや電池が劣化して、火災を感
知しなくなることがあります。設置から
10年を目安に交換しましょう！！

　使用期限を過ぎた消火器は、いざというとき正
常に使えない場合があります。期限内であっても
サビや傷等がある場合、使用せずに交換をおすす
めします。まずは点検してみましょう！！
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機
能
別
消
防
団
員 新たな住宅用火災警報器に

バトンタッチしましょう！

住宅用消火器の使用期限は
おおむね5年です！


